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静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
紗
本

は
、
短
宗
李
純
の
勅
命
に
よ
っ
て
令
狐
楚
(
七
六
六

i
八
が
編
纂
し
た
い
わ
ゆ
る
唐
人
選
唐
詩
の
一
つ
で
あ
り
、

令
狐
楚
よ
り
一
世
代
前
に
あ
た
る
大
謄
、
貞
元
期
の
詩
人
李
張
、
慮

。

給
な
ど
一
一
一

O
名
の
近
体
詩
、
一
ニ
一
自
rt
国
弱
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

現
存
す
る
お
仰
覧
詩
い
の
主
な
諸
本
に
つ
い
て
は
、
傍
聴
綜
「
御

覧
詩
前
記
」
(
吋
臨
時
人
選
蔚
詩
新
編
い
挟
百
人
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
)

に
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、

(
1
)
明
万
麿
四
十

七
年
(
二
ハ
一
九
)
に
紗
ザ
守
さ
れ
た
、
呉
県
の
越
均
(
一
五
九

0

1
二
ハ
問
。
〉
紗
校
本
(
北
京
図
書
館
善
本
部
所
蔵
、
以
下
越
均
本
と

略
称
〉
、

(
2
)
崇
禎
元
年
(
一
六
二
八
)
刊
、
常
熟
の
毛
晋
(
一
五

七
九

i
一
六
五
九
〉
汲
古
関
刊
吋
唐
人
選
唐
詩
八
護
所
収
ね
(
以

下
毛
本
と
略
称
)
、

(
3
)
汲
吉
関
本
を
底
本
と
し
た
排
印
本
会
騒
人 「

御
覧
詩
』

に
つ
い
て大

橋

賢

所
収
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
)
の
計
三
本
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
べ
購
入
選
蔚
詩
新
編
」
所
収
の
吋
御
覧

詩
い
は
、
何
坤
批
校
及
び
侍
増
湘
政
文
を
録
す
る
汲
古
関
本
(
北
京

@
 

図
書
館
所
蔵
)
を
底
本
と
し
て
お
り
、
何
熔
並
び
に
越
均
の
校
一
記
が

付
さ
れ
て
い
る
(
以
下
新
編
本
と
略
称
〉
。
新
一
締
本
に
は
毛
本
と
趨
均

本
の
文
字
の
違
い
に
な
ど
に
関
す
る
注
が
あ
り
、
新
編
本
を
通
し
て

越
均
本
の
形
を
概
ね
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
御
覧
詩
前
一
記
」
が
触
れ
て
い
な
い
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
比
較
的
見

や
す
い
も
の
と
し
て
は
、
文
淵
関
四
庫
全
書
本
、
ま
た
日
本
の
文
政

@
 

七
年
昌
平
坂
学
問
所
刊
本
が
あ
る
口
こ
の
二
本
は
毛
本
を
底
本
と
し

て
い
る
か
ら
、
吋
御
覧
詩
』
の
諸
本
を
考
え
よ
う
と
す
る
場
合
そ
れ

@
 

ほ
ど
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
静
嘉

堂
文
庫
に
は
、
「
御
覧
詩
い
の
諸
本
を
考
え
る
上
で
無
視
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
紗
本
「
御
覧
詩
』
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る

(
以
下
静
嘉
堂
本
と
略
称
)
。
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そ
の
方
罫
紙
の
様
式
は
、
寸
法
二
四
・
一
×
一
七
・
四
的
、
左
右

双
辺
、
有
問
介
、
毎
半
葉
九
行
、
版
心
白
口
、
単
白
魚
尾
、
毎
棄
の
耳

格
に
は
隷
敢
闘
で
「
誠
氏
家
蔵
」
と
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
毎
行
一
八
字

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
録
(
毛
本
で
い
う
「
姓
氏
総
自
己
二

葉
、
本
篇
五
七
業
に
分
か
れ
て
お
り
、
目
録
一
葉
表
に
は
下
か
ら
順

に
印
が
「
子
音
」
「
静
嘉
堂
珍
蔵
」
「
宋
本
」
「
帰
安
館
関
声
蔵
書
之

記
」
と
、
本
篇
…
葉
表
に
は
「
静
嘉
堂
珍
蔵
」
「
潟
氏
蔵
冊
一
一
陣
」
「
翻

斎
」
と
、
更
に
本
篇
五
七
葉
裂
に
は
「
偶
彦
淵
収
蔵
記
」
と
、
い
ず

⑦
 

れ
も
築
文
で
計
八
つ
捺
さ
れ
て
い
る
。
「
吋
開
斎
い
の
印
は
誰
の
も
の

か
は
不
明
。
静
嘉
堂
の
蔵
書
印
を
除
く
「
陶
斎
」
以
外
の
蔵
書
印
の

中
で
最
も
新
し
い
も
の
は
、
睦
心
源
の
恵
子
、
陸
樹
声
の
も
の
で
あ

る
。
静
姦
堂
は
…
九

O
七
年
、
陸
心
源
の
蔵
書
を
購
入
し
て
お
り
、

こ
の
印
記
は
本
警
が
確
か
に
健
氏
の
目
減
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
「
子
普
」
は
毛
習
の
蔵
書
印
で
、
彼
の
字
で
あ
る
。
ぺ
掲

彦
淵
収
減
記
」
は
明
来
の
文
人
鴻
静
(
一
五
九
一
一
一

1
一
六
四
九
六
潟

斑
(
二
ハ
O
ニf
〉
一
六
七
二
の
弟
、
総
知
十
の
蔵
書
却
で
、
彦
淵

は
彼
の
字
。
生
卒
年
は
未
詳
で
あ
る
。

毎
業
の
耳
格
に
「
消
氏
蔵
官
…
己
と
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

「
端
氏
蔵
書
」
「
鴻
淵
源
収
蔵
記
」
と
い
う
印
記
が
見
え
る
こ
と
か

ら
、
嘉
堂
本
は
掲
氏
一
一
族
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

と
す
れ
ば
、
伝
捕
の
順
序
と
し
て
は
鴻
氏
が
紗
一
与
し
た
後
激

れ

古
閣
に
収
め
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
静
嘉

堂
本
に
捺
さ
れ
て
い
る
「
宋
本
」
と
い
う
印
は
、
「
中
国
蔵
書
家
印

竪
い
に
毛
晋
の
印
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
類
似
し
て
お

り
、
陳
先
行
「
中
国
古
籍
稿
紗
校
本
図
録
』
「
紗
本
」
に
載
る
毛
晋

影
宋
紗
本
宗
禁
主
に
も
そ
れ
と
よ
く
似
た
「
宋
本
」
と
い
う
印
が

捺
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
問
書
に
載
る
毛
晋
影
一
見
紗
本
蒜
山
代
蒙

求
い
に
「
元
本
」
と
い
う
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
す

と
、
毛
晋
は
必
ず
し
も
宋
本
、
元
本
で
な
く
て
も
、
紗
写
の
原
本
が

宋
、
元
版
で
あ
る
な
ら
、
ヱ
木
本
」
「
元
本
」
と
い
っ
た
印
を
捺
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
「
宋
本
」
印

も
毛
晋
の
手
に
渡
っ
た
あ
と
、
宋
本
を
紗
写
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ

た
結
果
、
捺
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

静
…
一
位
加
堂
本
は
、
毛
本
及
び
新
編
本
に
記
さ
れ
て
い
る
越
均
本
の
本

文
に
関
す
る
注
と
見
比
べ
て
み
る
と
、
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
人
の
数

並
び
に
詩
の
数
は
持
者
と
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
詩
題
や
字
句
に
関

し
て
は
異
な
る
個
所
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
ま
た
「
原
本
」
「
組
本
」

と
い
っ
た
、
正
し
}
本
や
越
均
本
と
は
ま
た
別
の
吋
御
覧
詩
い
の
テ
キ
ス

ト
と
の
異
同
に
つ
い
て
の
校
記
も
散
見
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
越
均

本
、
毛
本
と
の
違
い
が
あ
る
静
嘉
堂
本
は
、
吋
御
覧
一
一
時
』
の
諸
本
に

つ
い
て
考
え
る
上
で
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
検
討
す
る
価
値

の
あ
る
テ
キ
ス
ト
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
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本

稿

で

は

、

問

宋

以

持

の

に

関

す

る

題

詑

な

ど

を

検

討
す
る
こ
と
で
、
静
嘉
堂
本
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
索
性
の
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
証
し
、
更
に
毛
本
、
組
均
本
と

の
相
違
を
具
体
的
に
確
認
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
が

吋
制
御
覧
詩
い
諸
本
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
か

を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
口

の
令
狐
楚
伝
に
見
え
ず
、
ま
た

経
緯
志
を
は
じ
め
と
す
る
正
史
の
寄
自
に
も
著
録
さ
れ

て
い
な
い
。
吋
制
御
覧
詩
い
に
関
す
る
最
も
早
い
記
述
は
陸
瀞
(
二

二
五

1
一二

O
九

)

「

政

御

覧

詩

」

巻

二

十

六

)

で

あ

る。

は

右
御
覧
詩
一
巻
、
一
十
人
、
二
百
八
十
九
昔
、
元
和
学
士
令

狐
楚
所
集
官
。
按
慮
総
墓
碑
一
誌
、
元
和
中
、
章
武
皇
帝
命
侍
丞
采

詩
第
名
家
、
得
三
百
一
十
篇
、
公
之
章
句
奏
御
者
唐
十
之
一
。
今

御
覧
所
載
給
詩
正
一
ニ
十
二
篇
、
所
謂
唐
十
之
一
告
。
拠
此
則
御
覧

③
 

為
麿
田
本
不
疑
。
然
関
一
京
一
一
一
百
十
二
閥
、
市
此
櫨
二
百
八
十
九

昔
。
議
散
逸
多
突
。
姑
校
定
誤
謬
、
以
侠
定
本
。

右
吋
御
覧
詩
い
一
巻
、
凡
て
一
ニ
十
人
、
二
百
八
十
九
，
首
、
光
和

の
学
土
令
狐
楚
の
集
む
る
所
な
り
。
按
ず
る
に
慮
総
の
墓
碑
に
一
宮

く

、

「

一

川

和

の

中

、

侍

永

一

に

命

じ

て

詩

を

采
り
名
家
を
第
せ
し
め
、
…
一
一
十
篇
を
得
、
公
の
章
句
奏
御
す

る
者
十
の
一
に
印
刷
る
」
と
。
今
吋
御
覧
い
の
載
す
る
所
の
繍
の

詩
は
正
に
三
十
二
篇
、
所
謂
十
の
一
に
居
る
な
り
。
此
れ
に
拠

れ
ば
則
ち
吋
御
覧
い
は
騎
の
田
本
為
る
こ
と
疑
わ
ず
口
然
れ
ど
も

抑
に
三
百
十
…
篇
と
去
う
も
、
此
れ
績
か
に
二
百
八
十
九
首
な
る

の
み
。
蓋
し
散
逸
す
る
も
の
多
し
。
姑
く
誤
謬
を
校
定
し
、
以
て

定
本
を
俊
つ
。

経
瀞
が
引
く
康
総
の
墓
碑
は
現
存
し
な
い
が
、
注
意
し
て
お
き
た

い
の
は
吋
御
覧
詩
い
が
元
来
コ
二

O
篇
収
録
さ
れ
て
い
た
の
が
、
南

宋
に
は
一
二
首
を
紋
き
、
ニ
ハ
九
首
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
口
陵
搭
の
記
述
に
続
く
も
の
と
し
て
は
、
南
宋
棟
振
孫
君
臨
斎

掛
…
一
間
録
解
題
い
巻
十
五
が
あ
る
。
「
御
覧
詩
一
巻
」
の
下
に
、
「
属
翰
林

学
士
令
狐
楚
纂
。
劉
方
平
南
下
迄
於
梁
鎧
凡
一
ニ
十
人
、
諮
問
二
百
八
十

九
首
」
と
あ
り
、
巻
数
、
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
人
の
数
及
び
詩
の
数

が
、
仲
間
滞
の
政
文
と
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
陳
振
孫

も
吋
御
覧
詩
い
の
完
本
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

元
代
に
は
「
御
覧
詩
」
に
触
れ
た
}
記
述
は
無
い
よ
う
で
あ
り
、
明
代

中
期
に
歪
り
、
潜
之
垣
「
一
冗
和
御
覧
詩
序
」
(
「
明
文
海
」
巻
二
百
三

十
)
に
、
こ
の
冊
一
一
聞
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
。
橋
之
恒
は
「
今
観
一
光

和
御
覧
詩
、
其
所
録
僅
三
十
入
、
進
詩
不
満
一
一
と
述
べ
て
お
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り
、
彼
が
兇
た

か
る
。

も
完
全
な
形
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

毛
本
の
巻
末
に
は
践
瀞
の
政
文
が
二
条
引
か
れ
て
お
り
(
う
ち
一

条
は
先
に
引
用
)
、
続
け
て
崇
禎
元
年
に
冊
一
一
聞
か
れ
た
毛
晋
自
身
の
政

文
が
載
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
毛
背
は
「
一
合
去
っ
欽
軟
煩
多
、
日
無
稽

考
」
と
い
う
だ
け
で
、
特
に
何
を
底
本
と
し
た
の
か
を
い
わ
ず
、
間

じ
く
吋
麿
人
選
勝
誇
八
種
い
の
巻
頭
に
付
さ
れ
た
貌
涜
初
「
唐
人
選

勝
詩
序
」
に
も
成
本
に
対
す
る
言
及
は
な
い
。
毛
習
が
用
い
た
底
本

が
何
か
は
定
か
で
な
い
が
、
た
だ
毛
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
詩
人
の

数
が
三

O
入
、
詩
の
数
が
こ
八
六
苗
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
慮
論
詩
三

…
…
誌
が
収
録
さ
れ
、
詩
人
の
並
び
方
が
劉
方
平
か
ら
始
ま
り
梁
鎧
に

終
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
毛
本
は
詩
の
数
こ
そ
陸
灘
、
練

振
孫
の
記
述
と
組
離
が
あ
る
が
、
体
裁
に
限
っ
て
言
え
ば
完
墜
と
は

い
え
な
い
ま
で
も
南
来
期
の
形
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
想
像
で
き

ぬる
。
趨
均
本
に
つ
い
て
は
、
ぺ
御
覧
詩
前
記
」
か
ら
、
収
録
さ
れ
て

い
る
詩
人
の
数
、
詩
の
数
は
毛
本
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が

λω
 

わ
か
る
。
新
編
本
に
は
、
越
均
本
に
毛
本
の
「
自
録
」
が
無
い
と
い

う
こ
と
以
外
、
詩
人
の
配
列
の
仕
方
な
ど
に
関
す
る
違
い
が
記
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
橋
に
眠
っ
て
言
え
ば
両
者
の
体
裁
に
大
き

な
違
い
は
な
く
、
越
均
本
も
ま
た
毛
本
向
様
、
荷
宋
期
旧
来
の
形
を

桟
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
静
嘉
堂
本
も
向
じ

の

録
」
が
無
い
こ
と
以
外
、
毛
本
、
趨
均
本
の
体
裁
と
一
致
し
て
い

ず。。
静
嘉
堂
本
に
関
す
る
解
題
に
は
、
経
心
源
『
詔
宋
楼
蔵
書
志
』
巻

二
十
、
河
田
熊
立
堅
議
堂
秘
籍
史
』
巻
四
十
七
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
紗
本
と
記
す
だ
け
で
、
方
罫
紙
の
体
裁
や
蔵
書
印
に
関
す
る
説

明
は
な
い
。
ま
た
、
吋
四
庫
提
要
い
な
ど
の
主
な
解
題
も
こ
の
テ
キ

ス
ト
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
侍
増
湘
円
蔵
菌
群
盟
国
題

記
続
集
い
巻
↑
却
に
引
用
さ
れ
て
い
る
清
何
熔
(
二
ハ
ム
ハ
一

1
一
七
二

二
、
号
は
無
勇
、
香
案
)
の
政
文
に
は
、
明
末
清
初
に
現
存
し
た

吋
御
覧
詩
い
諸
本
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
述
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
ま

た
静
嘉
堂
本
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
と
思
し
き
溺
氏
の
紗
本
に
つ
い

て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
、
何
悼
の
政
文
五
則
の
う

ち
、
吋
御
覧
詩
い
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
第
三
、

第
四
、
第
五
則
を
検
証
し
て
い
く
(
括
弧
書
き
の
数
字
は
筆
者
が
便
宜

的
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
)
口

(
3
)
戊
子
冬
日
、
従
銭
楚
般
借
得
二
潟
手
校
本
。
視
昔
年
徐
氏

本
、
又
詳
加
改
正
。
歳
丹
如
流
、
遂
二
十
年
。
市
余
於
六
義
的
無

所
窺
、
為
可
歎
耳
。

戊
子
冬
日
、
銭
楚
股
従
り
二
瓶
手
校
本
を
借
り
得
た
り
。
昔
年
の

徐
氏
の
本
を
視
、
又
詳
ら
か
に
改
正
を
加
う
。
歳
月
流
る
る
が

如

く

、

間

れ

ど

も

余

六

義

一

に

お

い

て

侃

お

窺

う
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所
無
く
、
為
に
歎
く
べ
き
の
み
。

(
4
)
戊
辰
春
日
、
銭
簡
距
従
其
友
徐
聖
階
借
得
前
議
貌
叔
子
、

潟
定
迷
照
宋
刻
校
本
。
従
之
改
定
数
処
、
其
可
疑
者
側
桟
於
弾
。

無
勇
生
記
。

戊
辰
春
日
、
銭
儲
何
百
其
の
友
徐
型
階
よ
り
前
輩
の
貌
叔
子
、
潟

定
速
の
宋
刻
に
閉
山
す
る
校
本
を
借
り
得
た
り
。
之
に
従
り
て
改
定

す
る
こ
と
数
処
、
其
の
疑
う
べ
き
者
は
芳
に
，
側
註
す
。
無
勢
生
記

叩

円

ν

J
9
 
(
5
〉
初
余
得
盟
階
校
本
、
梢
為
改
正
汲
古
関
刻
就
学
、
一
両
毛
丈

斧
季
以
十
一
執
農
山
前
紫
皆
未
嘗
有
沼
仰
い
校
定
。
康
熊
戊
子
、
過
虞
山
、

越
安
成
以
孫
制
自
録
本
見
婚
。
後
題
…
五
、
漏
定
遠
山
広
斎
校
本
本
於

越
清
常
、
後
従
半
臨
堂
借
附
州
安
本
校
一
過
。
定
速
一
去
、
臨
安
田
刻

亦
非
佳
本
、
姑
両
存
之
。
始
知
器
…
階
非
作
偽
欺
入
者
。
次
日
訪
之

銭
楚
段
。
楚
般
出
活
己
蒼
家
写
本
、
後
有
定
遠
観
辺
叫
太
歳
戊
寅

元
宵
霞
一
勘
是
為
大
鹿
間
体
。
然
後
一
的
疑
尽
釈
、
国
詳
記
於
巻
末
口

庶
後
来
得
余
此
害
者
、
亦
有
可
徴
信
也
。
十
月
朔
日
灯
下
、
香
案

初
め
余
盟
関
の
校
本
を
得
、
総
や
汲
古
関
の
批
字
を
刻
す
る
を

改
正
す
る
を
為
す
も
、
毛
丈
斧
季
は
奥
山
の
前
輩
に
竪
執
し
皆
未

だ
嘗
て
校
定
す
る
こ
と
有
ら
ざ
る
な
り
。
康
鼎
戊
子
、
ぃ
農
山
を
過

り
し
と
き
、
越
安
成
孫
眠
自
の
録
本
を
以
て
贈
ら
る
。
後
題
に

「
指
定
速
空
斎
校
本
は
越
清
常
に
本
づ
き
、
後
に
半
臨
堂

よ
り
臨
安
本
を
借
り
校
す
る
こ
と
一
過
。
定
速
「
続
安
の
出
刻
も

亦
佳
本
に
非
ず
、
姑
く
一
向
つ
な
が
ら
之
を
存
す
」
と
一
千
之

と
。
始
め
て
部
品
踏
の
偽
を
作
し
人
を
欺
く
者
に
非
ざ
る
者
な
る
を

知
る
。
次
日
銭
楚
般
を
訪
ね
之
く
。
楚
殿
漏
己
蒼
家
の
写
本

を
出
し
、
後
に
吋
定
遠
観
太
歳
戊
寅
元
宵
重
勘
是
為
大
陸
間
体
」

と
有
り
。
然
る
後
疑
う
所
は
尽
く
釈
し
、
国
り
て
詳
ら
か
に
巻

末
に
記
す
。
庶
わ
く
は
後
来
の
余
の
此
の
蓄
を
得
た
る
者
は
、
亦

徴
す
べ
き
信
有
る
な
り
。
十
月
朔
自
の
灯
下
、
香
案
何
煉
畳
一
回
す
。

ま
ず
、
以
上
の
三
別
に
記
さ
れ
て
い
る
年
に
注
目
し
よ
う
。
何
悼

の
生
卒
年
か
ら
、
第
三
則
、
第
五
郎
の
「
戊
子
」
は
康
問
山
四
十
七
年

(
一
七

O
八
)
に
、
第
四
刻
の
「
戊
辰
」
は
康
照
二
十
七
年
(
一
六
八

八
)
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
こ
の
政
文
は
時
の
流
れ
に

従
っ
て
一
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
政
文
に
は
お
仰
覧

詩
い
に
関
係
す
る
人
物
が
多
数
登
場
し
て
お
り
、
内
容
が
非
常
に
複

雑
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
何
熔
が
何
を
底
本
と
し
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
お
仰
覧
詩
」
の
校
勘
作
業
を
し
て
い
っ
た
の
か
を
三
射
を
一

括
し
て
整
理
し
て
い
く
。

第
五
則
の
冒
頭
か
ら
、
何
煉
が
底
本
と
し
て
用
い
た
吋
御
覧
詩
』

の
テ
キ
ス
ト
が
汲
古
関
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
五
別
に
は

「
随
一
一
階
校
本
」
に
よ
っ
て
汲
古
閣
の
誤
刻
を
改
正
し
た
と
あ
る
が
、
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こ

の

と

は

第

四

則

に

い

う

銭

鰯

何

回

が

徐

聖

階

か

ら

借

り
た
叶
貌
叔
子
、
潟
定
透
照
宋
刻
校
本
」
と
問
問
一
の
も
の
を
指
し
て

い
る
だ
ろ
う
。
銭
簡
目
、
徐
盟
階
に
つ
い
て
は
不
明
。
貌
叔
子
は
寧

都
の
貌
穣
(
二
ハ
二
四
f
)

二
ハ
八

O
)
の
こ
と
で
、
福
{
疋
速
は
先
に

触
れ
た
潟
斑
の
こ
と
。
「
叔
子
」
「
定
遠
」
は
彼
ら
の
字
で
あ
る
む

「
塑
階
校
本
」
が
、
貌
轄
と
溺
班
が
そ
れ
ぞ
れ
別
に
宋
刻
本
と
校
合

し
た
複
数
の
テ
キ
ス
ト
を
指
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
貌
稽
と
揺

班
の
校
記
が
共
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
単
一
の
テ
キ
ス
ト
な
の
か
、
こ

う
し
た
疑
問
を
知
る
手
掛
か
り
が
何
悼
の
政
文
に
無
い
以
上
、
こ
れ

が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
な
の
か
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得

な
い
が
、
と
も
か
く
何
伸
は
ま
ず
一
六
八
八
年
春
に
、
「
mm
ホ
階
校
本
」

に
よ
っ
て
汲
古
関
本
を
改
定
し
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
「
副
部
階
校

本
」
に
対
し
疑
問
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
ひ
と

ま
ず
抑
え
て
お
こ
う
。

そ
の
二
十
年
後
の
一
七

O
八
年
冬
、
何
煉
は
成
山
に
立
ち
寄
っ
た

と
き
、
越
安
成
か
ら
叶
孫
般
自
録
本
」
を
入
手
す
る
。
孫
般
2

沼
は
明

嘉
靖
期
の
蔵
書
家
孫
楼
の
玄
孫
、
孫
江

(
?
i
一
六
六
五
〉
の
こ
と

で
限
自
は
字
、
常
熟
の
人
で
あ
る
。
「
孫
眠
J

目
録
本
」
と
は
、
孫
江

の
叶
後
越
」
に
よ
る
と
「
溺
定
遠
空
斎
校
本
(
空
議
は
溺
班
の
書

斎
)
い
を
孫
江
自
身
が
紗
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

は
越
清
常
、
す
な
わ
ち
常
熟
の
越
埼
美

0) 

ゆ

③

(
一
五
六
一
ニ

1
一
六
二
回
)
本
と
半
額
堂
と
い
う
人
物
が
蔵
す
る

安
本
」
を
用
い
て
校
合
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
調
班
が
「
臨
安
田

刻
部
非
佳
本
、
姑
一
向
存
之
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ

れ
に
は
越
靖
美
本
と
臨
安
本
の
二
本
に
関
す
る
校
記
が
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
ま
た
、
何
悼
が
「
孫
限
自
録
本
」
を
み
た
こ
と
で
「
塑
階

校
本
」
が
偽
物
で
は
な
か
っ
た
と
確
信
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
翠
階

校
本
」
が
橋
斑
自
身
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
だ
ろ
う
。
「
孫
娘
自
録
本
」
を
入
手
し
た
次
の
日
、
何
伸

は
、
第
一
一
一
別
に
も
み
え
る
銭
楚
殿
の
家
を
訪
問
し
て
づ
潟
己
蒼
家
写

本
」
を
み
る
。
銭
楚
般
は
常
熟
の
銭
況
の
こ
と
で
楚
設
は
字
。
喜
一
一

修
常
mm
合
志
」
巻
一
一
一
十
二
に
、
蔵
書
家
銭
曽
(
一
六
ニ
九

1
一
七

O

一
)
の
子
と
記
さ
れ
て
い
ふ
。
鴇
己
蒼
は
補
辞
の
こ
と
で
己
蒼
は

字
。
第
三
刻
に
見
え
て
い
た
「
ニ
源
開
手
校
本
」
と
は
、
こ
こ
に
い
う

銭
況
が
出
し
て
き
た
「
弱
己
蒼
家
写
本
」
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ぺ
潟
己

蒼
家
写
本
」
の
末
尾
に
載
る
題
記
を
み
て
、
何
停
が
全
て
の
疑
い
が

解
け
た
と
い
う
の
は
、
「
製
階
校
本
」
に
せ
よ
「
孫
般
向
一
録
本
」
に

せ
よ
、
潟
斑
の
写
本
を
底
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
震
鈴
本
だ
っ
た
か

ら
で
あ
り
、
二
本
の
底
本
で
あ
っ
た
溺
班
の
原
本
そ
の
も
の
を
、
こ

こ
で
は
じ
め
て
み
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
か

く
し
て
、
何
悼
は
第
三
別
に
い
う
よ
う
に
、
銭
況
か
ら
「
ニ
潟
手
校

を
借
り
、
「
徐
氏
本
」
(
こ
れ
は
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「
徐
禦
階
校
本
」
に
よ
っ
て
改
正
し
た
激
古
関
本
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
)
に
改
正
を
加
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
浦
日
蒼
家
写
本
」
の
宋
尾
に
記
さ
れ
て
い
た
と
い

う
「
定
速
観
羽
川
太
蔵
戊
寅
元
宵
護
勘
是
為
大
鷲
間
体
」
の
う
ち
、

「
太
蔵
」
か
ら
「
間
体
」
ま
で
の
一
四
字
が
、
実
は
静
一
…
品
川
堂
本
の
本

品
切

篇
五
七
葉
…
義
に
朱
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
こ
こ
に

見
え
る
「
原
娘
三
字
」
と
い
う
四
字
は
、
先
に
見
え
る
「
富
有
」
の

二
字
に
付
さ
れ
た
「
原
紙
二
字
」
と
悶
じ
人
物
が
記
し
た
も
の
で
伺

熔
自
身
の
注
記
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
だ
か
ら
、
何
煉
が
見
た
後
題

に
は
「
定
逮
観
」
の
三
字
を
紋
く
一
四
字
だ
げ
が
記
さ
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
静
嘉
堂
本
と
何
悼
の
政
文
に
引
用
さ
れ
て
い

る
叶
鴻
巳
蒼
家
写
本
」
の
後
題
は
一
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ

の
こ
と
は
両
者
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
蓋
然
性
を
非
常
に
高

め
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
何
熔
が
第
三
郎
で
「
鴻
己
斎
家
写
本
」

を
つ
…
漏
手
校
本
」
と
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
普
通
「
二
福
」
と
は
潟
録
、
潟
班
兄
弟
を
意

味
す
る
が
、
静
嘉
堂
本
に
は
特
に
「
一
一
鴻
」
に
関
す
る
記
述
が
な

く
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
彼
ら
の
弟
沼
知
十
の
蔵
書
印
が
見
え
る
だ

け
4

だ
か
ら
で
あ
る
。
何
悼
の
政
文
を
踏
ま
え
て
静
嘉
堂
本
を
み
る

と
、
こ
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
疑
問
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
し
ま
う

が
、
静
嘉
堂
本
が
何
悼
の
み
た
「
溺
日
山
論
家
写
本
」
と
密
接
な
関
わ

り
を
も
っ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
重
要
な
の
は
、
静

嘉
堂
一
本
が
掲
斑
手
校
本
と
積
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
以
上
、
こ

れ
が
間
違
い
な
く
宋
本
の
形
を
残
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
何
熔
の
政
文
に
よ
っ
て
、
静
嘉
笠
木
が
、
高
班
自
身

の
手
に
よ
る
紗
校
本
で
あ
る
と
い
う
護
然
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。

何
悼
の
蹴
文
に
引
か
れ
て
い
る
孫
江
「
後
題
」
に
よ
る
と
、
潟
班

紗
校
本
に
は
臨
安
本
と
越
埼
英
本
の
二
種
の
校
記
が
記
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
が
、
実
際
、
静
嘉
堂
本
に
は
「
越
本
」
「
原

本
」
(
「
越
」
「
原
」
と
略
し
て
い
る
個
所
も
あ
る
)
と
い
う
、
趨
碕
美

本
と
臨
安
本
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
こ
穏
の
校
記
が
見
え

る
。
こ
の
一
致
は
、
静
嘉
堂
本
が
潟
班
紗
校
本
で
あ
る
と
い
う
蓋
然

性
を
更
に
高
め
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
静
嘉
堂
本
に
記
さ
れ

て
い
る
、
こ
う
し
た
校
記
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
静
嘉
堂
本
と

何
悼
の
政
文
に
引
か
れ
て
い
た
テ
キ
ス
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
。

孫
江
「
後
題
」
に
「
弱
定
遠
空
斎
校
本
本
於
越
清
常
」
と
述
べ
て

い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
潟
班
紗
校
本
は
、
は
じ
め
趨
埼
美
本
を
底

本
と
し
て
い
た
と
ひ
と
ま
ず
認
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
静
嘉
堂
本
の
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の
う
ち
、
に
関
す
る
も
の
は
一
八
条
あ
り
、

の
中
に
は
孫
江
の
い
う
よ
う
に
趨
埼
英
本
を
底
本
と
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
を
築
付
け
る
例
が
い
く
つ
か
あ
る
(
以
下
、
静
謀
堂
本
の
本

文
を
引
用
す
る
際
、
鴻
氏
が
校
勘
の
対
象
と
し
て
い
る
字
を
太
字
に
し
、

鴻
武
の
校
一
一
一
品
を
〈
調
校
〉
と
一
部
す
)
。

故
閤
歌
錨
地
、
長
橋
車
馬
態
。
(
李
謎
「
揚
州
壊
古
」
)

ハ
掲
校
》
関
越
作
関
。

黒
で
脅
か
れ
た
「
関
」
の
右
横
に
朱
で
「
関
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
活
氏
は
ど
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
「
閤
」
と
…
訂
正
し
た
の
か
を

明
一
一
目
し
て
い
な
い
が
、
「
成
本
」
に
よ
っ
て
字
を
改
め
る
場
合
い
ず

れ
も
朱
を
用
い
て
い
る
か
ら
、
こ
の
「
閤
」
の
場
合
も
同
じ
く
「
原

本
」
に
従
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、
本
文
に
黒

で
脅
か
れ
て
い
る
字
が
、
鴻
氏
の
校
記
に
い
う
越
本
と
問
じ
字
と
な

っ
て
い
る
例
は
、
訂
正
さ
れ
た
字
が
右
に
添
え
ら
れ
て
い
る
も
の
や

或
い
は
重
ね
が
き
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
体
裁
の
違
い
は
あ
る
が
、

他
に
五
条
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
う
し
た
見
方
を
是
正
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
例
が
あ
る
。

こ
れ
ら

(
ぃ
臨
綿
「
天
長
詞
」
〈
其
一
…
〉
)

〈
潟
校
〉
署
組
本
作
品
唱
。

は

胡

粉

で

訂

圧

さ

れ

た

跡

が

な

く

、

特

に

に

関

い

か

ら

、

こ

に

用

い

ら

れ

た

底

本

が

「
越
本
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

例
が
他
に
一
条
あ
り
(
麗
論
「
践
江
春
望
」
の
「
泉
」
{
芝
、
こ
れ
ら

は
確
か
に
静
嘉
堂
本
が
当
初
「
越
本
」
に
基
づ
い
て
紗
写
さ
れ
た
テ

キ
ス
ト
で
は
無
か
っ
た
ζ

と
を
裏
付
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
孫

江
「
後
題
」
の
記
述
と
一
致
し
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
潟
班
自
身
の

「
臨
安
問
刻
亦
非
佳
本
、
姑
一
向
存
之
」
と
い
う
、
臨
安
本
と
越
清
美

本
に
関
す
る
校
を
記
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
発
一
一
一
一
同
と
組
欝
す

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
静
一
嘉
堂
本
が
何
を
底
本
と
し
た
の

か
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
少
な
く
と
も
毛
本
、
越
均
本

⑩
 

で
は
な
い
こ
と
は
三
本
を
比
較
す
る
こ
と
で
確
か
め
ら
れ
る
。
従
っ

て
静
嘉
堂
本
に
い
う
「
趨
本
」
が
「
越
埼
英
本
」
で
あ
る
と
見
な
し

て
も
、
ほ
ほ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

次
に
、
新
編
本
に
載
る
何
悼
の
校
記
一
三
条
の
う
ち
「
宋
本
」
と

記
さ
れ
て
い
る
五
条
の
校
記
と
静
嘉
堂
本
を
見
比
べ
る
こ
と
で
、
静

嘉
堂
本
が
宋
本
の
形
を
残
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
く

(
以
下
、
毛
本
の
本
文
を
引
用
す
る
際
、
何
煉
の
校
勘
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
字
は
太
一
字
で
示
し
、
何
時
の
校
記
を
《
何
校
〉
と
表
す
)
口

(
1
〉
明
朝
戯
去
誰
相
伴
、
年
少
槻
逢
狭
路
問
。
(
劉
復
「
夏
臼
」
)

宋
本
作
時
、
今
呉
一
部
開
猶
有
時
朝
月
節
之
語
。

「
明
」
を
「
時
」
に
作
る
が
字
の
右
に
朱
引
き
が
あ

に

「

時

疑

昨

」

れ

て

い

る

。
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り
、
そ
の



(
2
)
 

《
何
校
》
合
前
…
宋
本
儀
作
送
友
人
。

こ
の
何
校
は
、
李
端
の
「
欝
情
」
と
い
う
詩
題
に
付
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
何
煉
の
い
う
「
宋
本
」
で
は
、
「
関
情
い
と
い
う

詩
題
が
な
く
、
「
悶
摺
」
以
下
の
詩
が
「
関
情
」
の
前
に
載
る
「
送

友
人
」
の
〈
其
二
〉
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
静
嘉

栄
木
は
胡
粉
で
「
関
情
」
の
こ
字
を
消
し
、
そ
の
上
の
校
記
に
「
原

と
記
し
て
い
る
。

(
3
)
 

一
認
定
司
j

閉口氏劉

'M阪
自
ふ
れ
、
逸
去
其
一
、
反

λ
'次
郎
劉

K
2悶
i
b
z
J
州統介。

A
J
姑
仰
山
本
、
附
秘
密
向
的
ぷ
。

弾
奨
路
公
叫
奇
授
吋
、
段
四
時
¥
帯
賢
一
京
間
部
o

l
-
-
4
1
{
1
f
i
f
:
j
i
J
l
J
 
傍
人
未
必
知
心
事
、

'
Y
凡
で
L
f
b
・1
ア
ヤ
ヘ
干
J

、

y
k
t
f山肌
rvU品
U
ι
l
ハ十白
/
j

T
、
/
叫
却
間
判
や
七
j

ーに

6ei--zk、

羽目

Z
Hも
4
1
1
:
手
t
a
u

…
府
消
長
門
秋
夜
長
、
一
新
愁
和
雨
到
昭
揚
。
一
課
痕
不
北
ハ
君
恩
断
、
拭
部

宋
本
不
戦
、
亦
不
一
一
一
一
向
第
二
首
為
劉
媛
作
也
。

「
長
門
怨
」
、
「
又
」
「
万
行
」
以
下
に
み
え
る
小
学
二
行
の
校
は
、

組
問
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
又
」
以
下
で
毛
晋
が
山
引
用
し
て
い

る
詩
は
吋
文
苑
英
按
い
巻
二
百
四
、
吋
唐
詩
紀
一
同
時
心
巻
一
一
一
十
六
に
問

じ
題
で
載
っ
て
い
る
。
こ
の
将
校
は
毛
晋
の
「
此
首
劉
媛
作
」
と
い

に
対
し
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
静
嘉
堂
本
は
毛
晋
所
引

「
宮
殿
況
況
丹
欲
分
」
に
始
ま
る
「
長
門
怨
」
を
引
か
ず
、
特
に
劉

媛
の
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
触
れ
て
い
な
い
口

(
4
)
紫
築
護
問
未
到
家
、
却
教
遊
客
賞
繁
華
。
(
李
議
「
牡
丹
贈
従

国

《
何
校
》
宋
本
作
費
年
筆
。

静
嘉
堂
本
は
、
何
校
の
い
う
「
宋
本
」
と
同
じ
く
作
る
が
、

年
」
の
二
字
は
胡
粉
の
上
に
黒
筆
で
警
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、

の
下
に
は
灰
か
に
「
賞
」
字
が
見
え
る
。
「
年
」
の
下
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
が
、
あ
る
い
は
「
繁
」
と
か
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

3

0

 

Bν (
5
)
幾
処
野
花
寝
不
得
、
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双
双
飛
向
御
燐
能
。

(
揚
一
包
源
「
宮
燕

《
何
校
》
宋
本
作
煙
。

静
嘉
堂
本
は
「
前
」
を
「
煙
」
の
異
体
字
で
あ
る
「
悶
」
に
作
っ

て
い
る
。
な
お
こ
れ
は
胡
粉
で
一
訂
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
下

に
は
「
首
」
と
思
し
き
字
が
み
え
る
。
ま
た
、
静
嘉
堂
一
本
は
詩
題
を

「
宮
鑓
詞
」
に
作
る
。

新
編
本
に
は
以
上
に
見
て
き
た
部
分
に
つ
い
て
、
特
に
越
均
本
と

の
異
同
が
一
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
越
均
本
は
毛
本
と
同
じ
形
に
な

っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
何
悼
の
い
う
「
宋
本
」
と
問

じ
字
、
詩
題
、
詩
の
配
列
の
栓
方
を
残
し
て
い
る
も
の
は
独
り
静
嘉



堂
本
に
限
ら
れ
る
の

こ
の
ほ
か
宋
本
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
注
目
す
べ
き
何
悼

の
校
記
と
し
て
、
「
姓
氏
自
録
」
に
み
え
る
李
端
「
送
客
赴
洪
州
」

に
付
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
何
停
は
こ
の
「
洪
」
に
つ
い
て
「
洪
作

刑
」
と
記
し
て
い
る
。
越
均
本
、
静
嘉
堂
本
に
は
詩
題
問
問
録
が
無
い

の
だ
が
、
本
篇
の
方
を
見
る
と
越
均
本
は
毛
本
と
問
じ
く
作
っ
て
い

る
の
に
対
し
、
静
築
堂
本
は
何
悼
の
い
う
よ
う
に
「
刑
」
に
作
る
。

新
一
締
本
は
こ
の
何
校
に
つ
い
て
「
来
注
所
拠
」
と
い
う
が
、
何
煉
は

静
嘉
堂
本
に
よ
っ
て
「
洪
作
別
」
と
い
う
校
を
}
記
し
た
の
か
も
し
れ

泳、ュ。

中
〆
1

2

Vま
た
、
静
嘉
堂
本
が
宋
本
の
形
を
残
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

目
録
に
記
さ
れ
て
い
る
詩
の
数
か
ら
も
窺
え
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う

に
越
均
本
、
毛
本
、
静
嘉
堂
本
の
一
一
一
本
が
収
録
す
る
詩
の
数
は
い
ず

れ
も
ニ
八
六
議
な
の
だ
が
、
実
は
「
姓
氏
総
自
」
の
詩
人
名
の
下
に

付
さ
れ
た
諮
の
数
に
は
違
い
が
あ
る
。
静
嘉
堂
本
の
目
録
は
「
鄭
錫

十
一
首
」
「
字
誌
…
一
一
十
七
首
」
「
楊
惣
十
九
首
」
と
な
っ
て
お
り
、
趨

均
本
、
毛
本
よ
り
も
各
一
昔
、
ず
つ
多
く
な
っ
て
い
る
。
静
嘉
堂
本
の

回
線
に
よ
る
と
、
詩
の
数
の
合
計
は
二
八
九
首
と
な
り
、
高
一
に
結
瀞

叶
制
御
覧
詩
抜
」
に
い
う
詩
の
数
と
一
致
す
る
。
「
御
覧
詩
前
記
」
は
詩

の
数
に
つ
い
て
、
「
偶
得
注
意
的
走
、
無
論
趨
均
抄
本
或
是
汲
古
関

本
、
所
収
詩
人
数
及
詩
総
数
都
相
問
、
郎
一
一
一
十
人
、
二
百
八
十
六

篇
。
覆
核
臨
務
政
及
練
振
孫
著
録
、
詩
人
人
数
相
問
、
而
詩
別
少
三

篇
、
並
非
二
百
八
十
九
篇
。
這
究
寛
是
到
明
代
又
少
了
三
篇
、
還
問
疋

陸
・
陳
所
記
郎
己
有
誤
、
不
得
市
知
」
と
述
べ
る
が
、
静
嘉
堂
本
の

目
録
は
、
す
で
に
南
宋
期
の
目
録
上
に
誤
り
が
あ
り
、
詩
の
数
は
当

時
か
ら
変
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

静
嘉
堂
本
は
、
何
熔
の
い
う
「
宋
本
」
の
形
を
残
し
て
い
る
の
み

な
ら
ず
、

(
3
)
に
挙
げ
た
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
毛
晋
の
い
う

「
田
本
」
の
体
裁
を
保
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
め
ら
れ
る
。

(
3
)
の

例
以
外
に
も
、
毛
本
に
は
本
篇
の
「
李
何
」
の
下
に
、
小
字
こ
行
に

亙
っ
て
「
問
刻
和
非
(
出
和
に
刻
す
る
は
非
な
り
ご
と
い
う
吋
御

覧
詩
い
田
本
に
対
す
る
一
言
及
が
み
え
る
。
新
編
本
は
こ
の
毛
晋
の
校

記
に
つ
い
て
、
「
趨
校
本
無
此
四
字
。
按
李
何
、
吋
唐
詩
紀
事
い
未

載
、
吋
全
唐
詩
い
列
巻
七
ム
ハ
九
世
次
爵
盟
無
考
類
、
僅
載
此
一
昔
、

ょぬ

当
期
採
自
吋
御
覧
詩
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
静
嘉
堂
本
の
図
録
は

「
李
何
」
に
作
る
が
、
も
と
は
黒
筆
で
「
李
和
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

「
和
」
が
朱
で
ぺ
何
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
本
篇
の
方
で

は
、
二
字
と
も
に
黒
筆
で
「
李
何
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
何
」

は
胡
粉
で
訂
正
さ
れ
た
よ
に
脊
か
れ
て
い
る
。
胡
粉
の
下
の
字
は
定

か
で
な
い
が
恐
ら
く
目
録
と
向
じ
よ
う
に
「
和
」
と
記
さ
れ
て
い
る

い

な

い

口

は

、

こ

の

こ

条

に

関

す

る

注

記

が

見

え

が
「
何
」
に
-
改
め
ら
れ
た
の
か
は

な
い
か
ら
、
何
に
よ
っ
て
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定
か
で
な
い
が
、
毛
習
の
い
う
「
山
本
」
の
形
が
こ
こ
に
も
保
た
れ

て
い
る
こ
と
が
縦
認
で
き
る
。

ま
と
め

以
上
の
検
証
か
ら
、
静
嘉
堂
本
は
宋
校
本
及
び
趨
晴
美
本
と
校
合

し
た
潟
班
の
テ
キ
ス
ト
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
字
句

に
関
し
て
は
趨
均
本
、
毛
本
よ
り
も
「
米
本
)
元
来
の
形
を
保
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
ま
た
静
嘉
蛍
本
に
よ
っ
て
、

毛
本
や
越
均
本
の
詩
の
数
が
南
米
時
代
の
記
述
と
離
離
し
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
、
と
い
う
問
題
が
解
決
で
き
た
。

本
稿
の
考
察
を
通
じ
て
、
静
嘉
堂
本
が
吋
御
覧
詩
い
の
諸
本
を
考

え
る
上
で
、
無
視
で
き
な
い
、
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
と
岡
山
う
口

①注

を
部
分
的
に
扱
っ
た
先
行
論
と
し
て
は
、
小
川
昭
一
「
唐
人

つ
い
て
」
(
吋
全
騎
詩
雑
記
い
議
文
堂
害
時
、
一
九
一
六
九
)
、
中

川
大
学
教
育
学
部
紀
要
い
人
文
・
社
会

加
割
問
壮
一
部
「
令
狐
楚
に
つ
い
て
i

文
化
い
聞
広
号
、
一
九
八
七
)
な

の
諸
本
に
関
す
る
詳
細
な
言
及
は

科
学
編
第
二
一
一
九
七
一

そ
の
交
遊
関
係
を
中
心
に
!
」

ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

な
し
。

@
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
明
消
代
の
文
人
は
い
ず
れ
も
江
簡
の
人
で
あ

り
、
生
卒
年
を
一
一
起
す
に
あ
た
っ
て
は
張
懇
剣
詰
μ

清
江
蘇
文
人
年
表
」

(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
)
に
従
っ
た
。

③
汲
古
関
本
は
、
一
九
七
一
一
一
年
に
ム
ロ
湾
大
通
書
局
か
ら
、
国
立
中
央
図
書

館
所
蔵
本
が
影
山
州
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
汲
吉
関
本
を
引
用
す
る
際

に
は
こ
れ
を
用
い
た
。

@
吋
北
京
国
議
館
古
籍
善
本
番
目
い
(
番
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
七
)
集

部
、
総
集
類
に
「
麿
人
選
麿
詩
八
種
二
十
三
番
明
毛
普
編
明
崇
禎
元

年
毛
氏
汲
古
関
刻
本
侍
増
湘
校
政
並
録
何
熔
批
校
題
識
二
十
冊
」
と

あ
る
。

⑤
な
お
、
吋
中
国
古
籍
醤
本
諮
問
自
い
(
上
海
古
籍
出
版
、
一
九
九
八
)
に
は
、

毛
本
に
校
注
や
評
点
を
付
し
た
も
の
と
し
て
、
新
編
本
が
底
本
と
し
た
も

の
以
外
の
四
種
の
本
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
校
関
し
た
人
物
、
並

び
に
所
蔵
場
所
を
記
し
て
お
く
G

(

1

)

清
陵
胎
典
校
。
上
海
図
書
館
所

蔵。

(
2
)
清
王
士
一
樋
評
点
。
桂
林
密
書
館
所
蔵
。

(3)
清
何
悼
批
校
。

上
海
密
書
館
所
蔵
。

(
4
)
清
呉
景
恩
校
践
、
清
葉
英
、
陵
胎
典
、
何
悼

等
批
校
題
識
。
北
京
図
書
館
嫌
。
以
上
に
示
し
た
も
の
は
い
ず
れ
も
筆
者

未
完
で
あ
る
。

⑤
凶
庫
全
書
本
の
底
本
は
百
一
庫
採
進
書
目
い
補
選
、
武
英
殿
版
第
一
次

盟
国
自
に
「
時
間
人
選
麿
詩
八
種
、
二
十
三
巻
、
明
毛
晋
編
刊
」
と
あ
る
か
ら

汲
古
関
刊
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
四
庫
全
君
臨
本
と
毛
本
と
を

見
比
べ
て
み
る
と
四
庫
全
撤
回
本
に
は
毛
本
に
載
る
「
姓
氏
総
回
」
(
詩
人

名
と
収
め
ら
れ
て
い
る
詩
の
数
を
記
し
た
目
録
)
、
「
図
録
」
(
詩
人
名
と
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詩
題
を
載
せ
た
自
鏡
)
及
び
陸
瀞
と
毛
普
の
政
文
が
無
い
と
い
っ
た
違
い

が
あ
る
。
ま
た
和
刻
本
は
「
姓
氏
総
自
」
及
び
陸
様
、
毛
晋
政
文
が
無
い

ζ

と
以
外
、
毛
本
と
一
致
し
て
い
る
。

⑦
以
下
、
印
記
を
解
説
す
る
際
に
は
主
に
林
申
清
門
中
国
蔵
書
家
印
護
い

(
上
海
害
賠
出
版
社
、
一
九
九
七
)
)
を
参
照
し
た
。

③
陳
先
行
日
ー
翻
古
籍
稿
紗
校
本
図
録
い
(
上
海
書
底
出
販
社
、
二

0
0

0)
「
紗
本
」
コ
一
間
一

j
一
ニ
四
一
一
一
一
員
に
「
明
末
潟
氏
紗
本
」
と
し
て
台
湾

中
央
m
凶
器
館
所
蔵
吋
支
遁
集
い
の
一
ニ
葉
が
影
印
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
方
罫

紙
が
静
議
堂
本
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
や
、
「
弱
彦
淵
収
蔵
記
」
と
い
う

印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

③
吋
湖
沼
間
文
集
い
、
毛
本
と
も
に
つ
一
一
百
十
こ
に
作
り
、
日
胞
輸
の
墓
碑
に

い
う
つ
ぶ
百
一
十
」
と
一
致
し
な
い
が
、
静
嘉
堂
本
は
胡
粉
で
訂
正
し
た

上
で
コ
一
一
百
一
十
」
に
作
っ
て
い
る
。

⑬
な
お
、
障
総
自
提
要
い
も
「
此
本
人
数
、
詩
数
均
与
務
所
政
相
合
、

と
、
毛
本
が
旧
来
の
形
を
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
指
摘
す

る。

⑪

辺

無

論

越

均

抄

本

或

是

汲

古

関

本

、

所

収

詩

人

数

及

詩

結
数
都
相
問
、
即
一
二
十
人
、
一
一
荷
八
十
六
鰐
」
と
あ
る
。

⑫
吋
蔵
翻
群
書
題
記
続
集
い
は
、
一
九
三
七
年
に
博
増
湘
が
自
費
出
版
し
た

も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
影
印
本
(
台
湾
広
文
書
局
、
一
九
六
七
〉

を
用
い
た
。

⑬
吋
蔵
閤
群
書
題
記
続
集
い
は
一
新
編
本
が
底
本
と
し
た
も
の
に
載
る
停
氏
の

政
文
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
侍
増
湘
が
克
た
何
悼
批
校
本
と
は

注
@
の

(3)

い

@
原
名
開
美
、
{
子
は
元
度
、
号
は
清
常
道
入
、
脈
望
館
蔵
書
楼
の
主
人
。

@
「
御
覧
詩
前
記
」
に
は
、
こ
の
何
煉
政
文
に
対
す
る
侍
嘉
年
氏
(
侍
増
湘

の
孫
)
の
見
解
が
載
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
氏
は
半
臨
堂
に
つ
い
て
は
不
明

と
述
べ
て
い
る
。

⑬
葉
畠
織
円
蔵
官
一
闘
紀
一
事
詩
い
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
)
三
四
六
頁

に
は
、
牧
翁
「
遵
玉
田
子
字
序
」
に
銭
況
の
名
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、

銭
替
の
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
疑
問
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

⑫
静
嘉
堂
本
は
「
援
」
を
「
踏
」
に
作
る
。

⑬
例
え
ば
、
厳
総
「
春
日
登
楼
」
の
結
句
が
三
本
そ
れ
ぞ
れ
奥
な
る
形
に

作
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
併
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
か
ら
、
静
嘉
堂
本
は

趨
均
本
、
毛
本
を
底
本
と
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑬
静
一
議
堂
本
の
本
篇
に
は
、
揚
懇
の
部
分
に
校
記
は
な
い
が
、
鄭
錫
、
李

溢
の
部
分
で
は
、
そ
の
上
の
校
記
に
藍
筆
で
そ
れ
ぞ
れ
「
十
首
」
「
三
十

六
首
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

⑫
明
末
の
季
媛
宜
、
銭
謙
溢
吋
全
蔚
詩
稿
本
」
で
は
、
李
相
「
観
妓
」
一

蓄
を
引
用
す
る
際
、
円
御
覧
詩
」
を
用
い
て
お
ら
ず
、
版
心
に
「
古
今
以

紗
窪
為
蹴
流
罪
過
」
と
刻
す
る
紗
本
を
引
用
し
「
李
何
」
に
作
る
。
こ
の

鈴
本
が
誰
の
手
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
李
何
の
詩
を
引
用
す
る
際

に
吋
御
覧
持
い
で
は
な
く
こ
の
紗
本
か
ら
引
用
し
て
き
で
い
る
こ
と
か
ら

す
る
と
、
こ
の
紗
本
は
毛
本
よ
り
も
古
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
筑
波
大
学
大
学
院
)
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